
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
健
康
保
険
組
合
は
被
保

険
者
の
う
ち
76
％
を
女
性
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
半
数
が

百
貨
店
な
ど
の
化
粧
品
販
売
員
で
あ
る
。
販
売
員
の
平
均

年
齢
は
34
・
６
歳
と
若
く
、
20
歳
代
が
多
い
の
も
特
徴
だ
。

「
母
体
企
業
の
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
は
“
多
様
な

個
性
・
感
受
性
を
育
み
発
揮
す
る
”
た
め
に
は
『
従
業
員
の

健
康
が
基
盤
・
源
泉
』
で
あ
る
と
認
識
し
、
グ
ル
ー
プ
横
断

で
健
康
経
営
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
一
人
ひ
と
り

が
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
他
者
を
想
い
や
り
、
ま
た
自
分
ら

し
く
、
彩
り
に
満
ち
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
思
い
で
、
グ
ル
ー
プ
の
約
７
割
を
占
め
る
女
性
の
健
康

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
産
業
保
健
組
織
で
あ
る
グ

ル
ー
プ
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
男
女
１
名
ず
つ
の
婦
人
科

医
師
を
配
置
し
、
婦
人
科
相
談
窓
口
も
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
健
保
組
合
で
は
婦
人
科
検
診
の
全
額
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
策
と
し
て
女
性
の
健

康
に
関
す
る
チ
ラ
シ（
右
下
画
像
）の
配
付
や
、『
女
性
の
健

康
検
定
』『
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
検
定
』
の
受
験
料
や
参
考
書
の

補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
」（
常
務
理
事
・
竹
中
俊
明
さ
ん
）

婦
人
科
検
診
に
つ
い
て
は
２
０
１
５
年
か
ら
子
宮
経
膣

超
音
波
検
査
を
全
年
齢
対
象
に
全
額
補
助
し
、
子
宮
頸
部

細
胞
診
と
の
セ
ッ
ト
で
の
受
診
を
推
奨
し
て
い
る
。
乳
が

ん
検
診
も
30
歳
以
上
を
対
象
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ま
た

は
超
音
波
検
査
の
ど
ち
ら
か
を
全
額
補
助
し
て
い
る
。
定

期
健
診
と
の
同
時
受
診
あ
る
い
は
単
独
で
の
受
診
も
可
能

で
、
受
診
率
（
22
年
度
）
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
75
・
７
％
、

乳
が
ん
検
診
84
・
９
％
と
高
い
。
ま
た
、
女
性
の
被
扶
養

者
に
対
し
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
未
受
診
者
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
（
自
己
採
取
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
検
診
受
診
率
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
や

更
年
期
症
状
の
解
消
を
サ
ポ
ー
ト

婦
人
科
検
診
に
力
を
入
れ
る
一
方
で
、
月
経
や
更
年
期

な
ど
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
健
康
課
題
に
つ

い
て
現
状
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
21
年

に
「
女
性
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
事
業
主
側

で
実
施
。
調
査
の
結
果
、
女
性
の
健
康
に
関
す
る
リ
テ
ラ

シ
ー
は
高
い
も
の
の
、
婦
人
科
受
診
な
ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン

女
性
特
有
の
疾
病
対
策
に
重
点
を
置
き

婦
人
科
検
診
を
手
厚
く
補
助

ポーラ・オルビスグループ健康保険組合のみなさん。写
真左から矢内核徳さん、大関由貴子さん、事務長・中西
昇さん、常務理事・竹中俊明さん、上級アドバイザー・
伊東正樹さん、高橋かおるさん。

女性ホルモンに関す
るクイズを掲載した
チラシや、女性の喫
煙率が全国平均と比
べて高いことから、
肌や女性ホルモンへ
の悪影響など喫煙の
デメリットを伝えて
「卒煙」を促すチラシ
を配付。

チラシで啓発
女性の健

康に関する

ポーラ・オルビスグループ健康保険組合

ライフステージごとの健康支援で
女性が働きやすい環境づくりを推進
ポーラ・オルビスグループ健康保険組合は、被保険者の約７割を占める
女性の健康課題のサポートに力を注いでおり、ヘルスリテラシーの向上や
婦人科検診の充実を図ってきた。22年度からは婦人科のオンライン診療プ
ログラムを保健事業に導入するなど、被保険者がいきいきと自分らしく働
ける環境づくりを推進している。

被保険者数 ： 4,024人
被扶養者数 ： 1,351人
平均年齢 （被保険者） ： 40.9歳
加入事業所数 ： 10社
所在地 ：東京都品川区
＜2023年11月1日現在＞
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に
な
か
な
か
移
せ
て
い
な
い
現
状
が
わ
か
っ
た
。

「
月
経
随
伴
症
状
の
あ
る
被
保
険
者
は
、
20
歳
代
か
ら
40

歳
代
前
半
の
女
性
の
う
ち
約
８
割
で
、
不
調
時
の
生
産
性

が
半
分
以
下
に
落
ち
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に

婦
人
科
を
受
診
し
て
い
る
人
は
２
割
程
度
。
更
年
期
症
状

に
関
し
て
も
、
40
歳
代
・
50
歳
代
女
性
の
被
保
険
者
の
う

ち
約
６
割
が
不
調
に
悩
ん
で
い
て
、
そ
の
う
ち
半
数
が
症

状
を
我
慢
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
婦
人
科
を
受
診
し
た

人
は
月
経
と
同
様
に
２
割
程
度
で
し
た
」（
竹
中
さ
ん
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
分
の
不
調
に
気
づ

い
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
導
入
し
た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
し
た

女
性
の
健
康
課
題
改
善
サ
ー
ビ
ス
『
ル
ナ
ル
ナ
　

オ
フ
ィ

ス
』
だ
。
婦
人
科
医
師
監
修
の
セ
ミ
ナ
ー
動
画
を
配
信
す

る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
婦
人
科
受
診
で
、
月
経
随
伴

症
状
に
対
し
て
は
低
用
量
ピ
ル
、
更
年
期
症
状
に
は
漢
方

薬
や
エ
ク
オ
ー
ル
（
サ
プ
リ
）
を
処
方
し
、
薬
は
郵
送
で

自
宅
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

21
年
に
『
ル
ナ
ル
ナ
　

オ
フ
ィ
ス
』
の
月
経
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
事
業
主
側
で
テ
ス
ト
導
入
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
生
理
中
の
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
数
値
化
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
前
と
比
べ
て
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
大
幅
に
向
上
し
て
い
た
（
図
１
）。
ま
た
、

低
用
量
ピ
ル
を
服
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
服
薬
者
全
員

が
満
足
し
て
い
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
月

経
痛
が
軽
減
し
た
」「
経
血
量
が
少
な
く
な
っ
た
」「
生
理

前
・
生
理
中
の
不
快
な
症
状
が
減
っ
た
」
が
上
位
に
あ
が

っ
た
。

一
方
、
22
年
の
更
年
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
更
年
期
症
状
に
よ
る
仕
事
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
数
値
化
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
前
と
比
べ
て

11
・
２
ポ
イ
ン
ト
向
上
（
図
２
）。
さ
ら
に
、
更
年
期
に

よ
っ
て
「
横
に
な
っ
て
休
息
し
た
く
な
る
ほ
ど
仕
事
（
勉

強
・
家
事
）
へ
の
支
障
を
来
す
こ
と
が
あ
っ
た
」、
ま
た

は
「
１
日
中
寝
込
み
、
仕
事
（
勉
強
・
家
事
）
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
割
合
は
35
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
。

竹
中
さ
ん
は
、「『
オ
ン
ラ
イ
ン
で
空
き
時
間
に
相
談
・

診
療
・
処
方
が
受
け
ら
れ
、
薬
が
翌
日
に
届
く
の
で
助
か

っ
て
い
る
』
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
反
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中

断
者
の
情
報
把
握
が
難
し
い
こ
と
や
、
社
内
の
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
環
境
の
な
い
販
売
員
に
対
す
る

周
知
が
不
十
分
と
い
う
課
題
も
あ
り
、
各
社
の
人
事
担
当

者
と
連
携
し
て
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

さ
ら
な
る
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
め
ざ
し

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
等
を
強
化

こ
れ
か
ら
の
女
性
の
健
康
支
援
と
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
妊
活
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
プ＊

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
の
推
進
を
通
じ
、
妊
娠
等
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
30

歳
代
を
中
心
に
不
妊
治
療
を
行
う
被
保
険
者
が
多
く
、
医

療
費
の
４
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
や
、
20
歳
代
女
性
の
や

せ
の
割
合
が
約
25
％
と
高
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

「
や
せ
の
問
題
は
不
妊
や
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
低
体
重
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

や
妊
孕
性
に
つ
い
て
な
ど
も
含
め
、
若
年
の
う
ち
か
ら
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
つ
つ
、
妊
活
相
談
が
で
き
る
体
制
を
つ

く
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
竹
中
さ
ん
は
語
る
。

ポーラ・オルビスグループ健康保険組合で
は、女性の健康課題への対策を優先してい
たことから特定保健指導実施率は20.9％（20
年度）と低かったが、22年度に74.0％まで
向上させた（図３）。各グループの社長が
集まる会議で特定保健指導実施の重要性を
伝え、グループ各社の社長と健保組合理事
長の連名で案内を出すなど丁寧に周知を
行った。また、実施方法では、委託事業者
がメールではなく電話で面談予約をとるよ
うにしたことなどが功を奏した。
「医療費の抑制や早期からの生活習慣病の
予防といった観点からも特定保健指導は非
常に大事ということで、グループ各社に協
力をお願いしました。2018年から健康経
営を進めるなかで意識が高まった結果であ
れば、実施率が上がったこと以上にうれし
いことです」と上級アドバイザーの伊東正
樹さんは話す。

特定保健指導実施率が
大幅に向上

図３　特定保健指導実施率の推移

2020年度 2021年度 2022年度

図１　生理に伴う不調がないときに発揮でき
る仕事の出来を100％とした場合に、
生理による不調を感じているときのプ
レゼンティーイズムスコア

参加前 参加後

61.7%

82.3%20.6ポ
イント

向上

図２　更年期に伴う不調がないときに発揮で
きる仕事の出来を100％とした場合
に、更年期症状による不調を感じてい
るときのプレゼンティーイズムスコア

参加前 参加後

64.5%
75.7%

11.2ポイン
ト向上
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＊プレコンセプションケア：女性やカップルが将来の妊娠のための健康管理を行うこと
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